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平成 24 年度事業報告書
―平成 24 年 1 月 1 日〜平成 24 年 12 月 31 日―

�．総集会の開催

�) 第 116 回日本眼科学会総会を，平成 24 年 4 月 5

日から 8日までの 4日間，坪田一男総会長のもと

東京都の東京国際フォーラムにおいて開催した．

�) 第 66 回日本臨床眼科学会を，平成 24 年 10 月 25

日から 28 日までの 4 日間，吉村長久学会長のも

と京都市の国立京都国際会館において(公社)日本

眼科医会と共催した．

�) 第 118 回日本眼科学会総会の特別講演演者に岸

章治，下村嘉一の両氏を，又，同総会の評議員会

指名講演演者に中澤 徹，柳 靖雄，鈴間 潔の

3氏を決定した．

�) 第 119 回日本眼科学会総会長に吉田晃敏氏を，

又，同総会の評議員会指名講演の演題を ｢次世代

の眼科治療｣に決定した．

�) 第 69回日本臨床眼科学会長に山本哲也氏を決定

した．

�．会誌等の刊行に関する事業

�) 日本眼科学会雑誌(会誌)を第 116巻第 1号から第

12 号及び臨時増刊号を刊行し，これを会員に頒

布した．

�) 英文会誌 ｢Japanese Journal of Ophthalmology｣

を隔月刊行した．

�．学術の振興と奨励等

�) 日本眼科学会賞は，第 116 回日本眼科学会総会に

おいて特別講演を行った根木 昭及び吉田晃敏の

両氏に授与した．

�) 日本眼科学会評議員会賞は，第 116 回日本眼科学

会総会において評議員会指名講演を行った中馬秀

樹，石川 均，毛塚剛司の 3氏に授与した．

�) 日本眼科学会学術奨励賞は，優秀な研究業績を発

表した入山 彩，北岡康史，櫻田庸一，中川喜

博，福嶋葉子の 5氏に授与することとした．

�) 日本眼科学会雑誌最優秀論文賞は，会誌に優秀な

原著論文を発表した新田耕治氏に授与した．

�．眼の疾患に関する調査・研究の実施

�) 日本緑内障学会作成の ｢緑内障診療ガイドライン

(第 3版)｣ と ｢緑内障診療ガイドライン(第 3版)

補遺 緑内障チューブシャント手術に関するガイ

ドライン｣を，会誌とホームページに掲載した．

�) ベーチェット病眼病変診療ガイドライン作成委員

会作成の ｢Behçet病(ベーチェット病)眼病変診

療ガイドライン｣を，会誌とホームページに掲載

した．

�) 厚生労働省網膜脈絡膜・視神経萎縮症調査研究班

加齢黄斑変性治療指針作成ワーキンググループ作

成の ｢加齢黄斑変性の治療指針｣ を，会誌とホー

ムページに掲載した．

�) 厚生労働省難治性疾患克服研究事業 ｢弾性線維性

仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成｣班

作成の ｢弾性線維性仮性黄色腫診断基準｣ を，会

誌とホームページに掲載した．

�) 5 月 21 日に見られた金環日食による眼障害の発

生状況を，学会会員を通じて調査し，｢金環日食

による眼障害症例調査の中間報告ならびに最終報

告｣として，会誌とホームページに掲載した．

�) 網膜芽細胞腫の診断と治療を確立するため，網膜

芽細胞腫の全国登録事業を行った．

�．市民公開講演会の実施

学会として社会に貢献するため，一般の人々を対象

とした眼の健康に関する市民公開講演会を，平成

24 年 4 月 8 日に東京都で，10 月 28 日に京都市で，

それぞれ開催した．

�．会員及び社会への情報の提供

�) ホームページ及びメールマガジンによる学会活動

状況と眼科に関する情報を提供した．

�) 日本における眼疾患と眼科医療に関する啓発活動

を行った．

�．内外の関連学術団体との連絡・協力

�) ICO(国際眼科連合)に年会費を納付した．

�) ICOの留学生フェーローシップ基金に納付した．

	．ビジョン 2020 に協力した．

�．社会保険に関する事業

眼科診療報酬点数改正要望書を策定し，厚生労働省

に提出した．

10．専門医制度に関する事業

�) 第 24 回専門医認定試験を平成 24 年 6 月 8 日・9

日の 2日間実施し，309名を専門医に認定した．

�) 専門医の資格更新を行い，平成 24 年 4 月 1 日に

21 名，10 月 1 日に 1,352 名を認定した．

�) 眼科指導医として平成 24 年 10 月 1 日に 58 名を

認定した．

�) 眼科指導医の資格更新を行い，平成 24 年 4 月 1

日に 2名，10 月 1 日に 60 名を認定した．

�) 眼科専門医研修施設(基幹研修施設，一般研修施

設)，生涯教育事業及び教材を認定した．

�) 第 56 回専門医制度講習会を平成 24 年 4 月 7 日プ

ライマリ・ケア・シリーズ及び眼科学の基礎シ
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リーズの 2テーマで，東京都で開催し，第 57 回

専門医制度講習会を 10 月 27 日プライマリ・ケ

ア・シリーズ及び最近の進歩シリーズの 2テーマ

で，京都市で開催した．

�) 第 6 回指導医講習会を平成 24 年 4 月 7 日に東京

都で開催した．

	) 生涯教育のオンライン教材として，アメリカ眼科

学会の O. N. E. Networkを利用した．

�) 生涯教育講座の教材を作成し会誌に掲載し，コン

パス教材の日本語版を眼科専門医と眼科専門医志

向者に頒布した．

10) 専門医資格表示のための眼科専門医プレートを作

製し頒布した．

11．会員の資質向上を図るための眼科講習会を，全国 8

ブロック(北海道・東北・関東甲信越・東京・東海

北陸・近畿・中国四国・九州)で，(公社)日本眼科

医会と共催した．

12．第二期戦略企画会議で策定した中長期計画の到達目

標を達成するため，行動計画を実行した．

13．平成 26 年 4 月 2 日から 6日までの 5日間，日本(東

京)で開催される国際眼科学会(アジア太平洋眼科学

会と日本眼科学会総会との併催)の準備と，国内外

に対する PR活動を進めた．

14．臓器移植の推進として，(公財)日本アイバンク協会

が行う角膜移植・強膜移植の普及事業を援助した．

15．失明予防の推進として，(財)日本失明予防協会が行

う失明予防のための研究や事業を援助した．

16．屈折矯正手術とオルソケラトロジーの講習会を主催

及び指定し，光線力学療法に関する講習会を指定し

た．

17．平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災に対して(公

社)日本眼科医会等と協力し，義援金を送金して被

災地の眼科診療を支援した．

18．後援

厚生労働省が実施する ｢目の愛護デー｣の他，9団

体の眼に関する活動を後援した．

以 上
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